




7月25日に100歳のお誕生日
を迎えられました。
当日に職員より、賞状とお
花のプレゼントをさせて頂
きました。
いつまでもお元気でご来所
下さいね！！

こんなおやつ出

しました！

きゅうりの漬物

作って頂き

ました😊😊

理学療法士が

ご利用者様の状態に合

わせた個別の運動プログラム

を実施します。また、住環境や

福祉用具のご相談や支援も

させて頂き、充実した日常

生活を送るお手伝い

をいたします。



夏祭り
・ヨーヨー釣り
・射的
・くじ引き
・かき氷

「楽しかった」「面白かった」「子供の頃に戻っ
たような気分になれ、楽しかった♪」などという
声がありました。
ヨーヨー釣りでは、「孫にあげるんだ！」と喜ば
れていました。

【お問合せ】

ショートステイ長野

ＴＥＬ： 026-251-2810

担当 ： 小池 ・ 岡部

ＳＮＳぜひご覧下さい





     リハビリ通信  令和４年 8 月 

 

～高齢者の転倒予防！～ 

 

高齢者の転倒の原因は？ 

① 内的な要因 

・病気や疾患など 

・加齢による筋力の低下 

・バランス能力の低下 

・視力・聴力の低下 

・薬の副作用による足元のふらつきや眠気、倦怠感、意欲の減退なども転倒の原因となります。 

 

② 外的な要因 

・段差がある場所 

足を踏み外したり躓いたりすることで転倒・転落します。敷居などの小さな段差でも転倒します。 

・片付いていない場所 

床に置いてある物で足が滑って転んだり、電気コードに引っかかったりして転倒に繋がります。 

・暗い場所 

高齢者は視力や視野の低下が見られることがあります。暗い場所では足元が見えづらかったり、物にぶつ

かったり躓いて転倒するリスクが高くなります。 

 ・濡れている場所 

屋内ではキッチンやお風呂場などの水場、屋外では雨の日のマンホールやタイルの上がすべりやすくなる

ため注意が必要です。 

 

転倒への対策は？ 

① 筋力やバランス感覚、身体の柔軟性を養う 

転倒を予防するためには筋力、バランス感覚、身体の柔軟性の低下を防ぐことも大切です。ウォーキングや

散歩で筋力の維持を図ったり、ストレッチで柔軟性を保つことが転倒予防へつながります。無理をするとか

えって転倒に繋がるため、座ってできるような簡単なものから始めてみるのも良いでしょう。 

 

② 転倒しにくい環境を整える 

自宅内での転倒は、転倒につながりやすい床を這うコードや絨毯のめくれへの対応、必要に応じての手

すりの設置や段差の解消も行うと良いでしょう。屋内外に共通することとしては、お身体の状態に合わ

せた適切な歩行用具の使用、足にしっかりとフィットした靴を履くことで転倒予防に繋がります。 

転倒予防運動や適切な住環境についてご不明な点などお気軽にお問合せください☺ 





　 

管理栄養士 但馬 裕子

℡ 026-251-2810
tajima.hiroko@f-carenet.com
食事相談などお気軽に

連絡ください。


